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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 5 日 
方式・日程 T 日程 
科 目 名 国語 

大問一：語彙 
基本的な語彙、漢字の知識を問う問題である。 

大問二：現代文 
論理的文章を読み、選択式または記述式の設問に解答する問題である。選択式の
設問では語彙力や文章読解力を、記述式の設問では傍線部の意味を指定語数でま
とめる表現力を測る。 
 

大問三：現代文 
随想的文章を読み、選択式または記述式の設問に解答する問題である。選択式の
設問では文章読解力を、記述式の設問では文章全体の主旨を指定語数でまとめる
表現力を測る。 
 

大問四：古文 
 中世の軍記物語を読み、選択式の設問に解答する問題である。語彙や文法などの

基本的な知識と、正確な文章読解力を測る。 
 

大問五：漢文 
中国・唐代の文章を読み、選択式の設問に解答する問題である。句法などの基本
的な知識と、正確な文章読解力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 5 日 
日程・方式 T 日程（統一日程） 
科 目 名 数学① 

大問 1：数と式、式と証明に関する理解度を測る。 
大問 2：式と証明に関する理解度を測る。 
大問 3：数列に関する理解度を測る。 
大問 4：図形と計量に関する理解度を測る。 
大問 5：場合の数と確率に関する理解度を測る。 
大問 6：微分法と積分法に関する理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 5 日 
日程・方式 T 日程（統一日程） 
科 目 名 数学② 

大問 I 
場合の数と確率（順列、独立な試行の確率、反復試行の確率、余事象の確率、条
件付き確率）に関する理解度と計算力を測る。 
 

大問 II 
三角比（三角比の相互関係、正弦定理）および三角関数（倍角公式、加法定理）
に関する理解度と計算力、図形の計量への応用力を測る。 
 

大問 III 
数列（等差数列とその和、等比数列）、2 次関数（最大値、グラフ）、対数関数
（不等式への応用）に関する理解度と計算力を測る。 
 

大問 IV 
三角関数（三角関数の合成）、関数（最大値・最小値）に関する理解度と計算力を
測る。 
 

大問 V 
方程式・式と証明（2 次方程式、多項式の除法、剰余の定理）、および微・積分法
（多項式の導関数、最大値・最小値、面積）に関する理解度と計算力を測る。 

 
大問 VI 

微・積分法（三角関数・対数関数を含む関数の導関数、増減およびグラフの凹
凸、関数の極値、定積分、部分積分）に関する理解度と計算力を測る。 
 

大問 VII 
微・積分法（無理関数を含む関数の導関数、増減およびグラフの凹凸、回転体の
体積、定積分、置換積分）に関する理解度と計算力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 5 日 
方式・日程 T 日程 
科 目 名 英語 

大問Ⅰ 
MOOC に代表される新しいテクノロジーが大学教育にもたらす影響についての議
論を扱った英文を読み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを解答する問題
である。基本的な語彙・文法の知識、文脈を把握し、内容を正確に理解する読解
力などを総合的に測る。 
 

大問Ⅱ 
スポーツ企業における顧客満足度を上げる経営判断の実例を読み、各設問の選択
肢の中から最も適切なものを解答する問題である。それらの設問を通じて、英文
を正確に理解する能力や文脈を把握する能力を測る。加えて、英語の語彙力や文
法の知識を測る問題も設けた。 
 

大問Ⅲ 
19 世紀ヴィクトリア朝時代における労働時間の変化やレジャー文化の広がりを扱
った英文を読み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを解答する問題であ
る。基本的な語彙・イディオムや文法の知識、文脈を踏まえて語句の意味を適切
に推測する能力、文章の論理構成を理解し情報を的確に把握する能力などを測
る。 

 
大問Ⅳ  

ヨーロッパと北米におけるトマトをめぐる言説の変遷についての英文を読み、各
設問の選択肢の中から最も適切なものを解答する問題である。語句・センテンス
の意味するところを文脈から類推する思考力、語彙の知識、英文の内容を正確に
理解する読解力などを総合的に測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 5 日 
日程・方式 T 日程（統一日程） 
科 目 名 小論文 

小川洋子著『博士の愛した数式』（新潮文庫）を課題図書とし、巻頭から巻末までを
事前に読ませ、試験当日に解釈・鑑賞の理解を問うた。 

問１： 
作品の中核をなす概念について 400 字で論述する設問。事前に作品を読み深く理
解する読解力のほか、文学的表現に対する理解、論理的文章を書く表現力を測
る。 
 

問 2： 
作品内の具体的な描写から複数の要素を整理し 200 字で論述する設問。文学を理
解する読解力と、指定語数でまとめる表現力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 7 日 
方式・日程 A 方式 文学部 I 日程・経営学部 I 日程・人間環境学部 
科 目 名 英語 

大問Ⅰ 
マンモスを遺伝子操作によって現代に復活させるプロジェクトについての新聞記
事の英文を読み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを解答する問題であ
る。前置詞や熟語をはじめとする文法・語彙の基本的な知識、内容を正確に読み
取る読解力などを総合的に測る。 
 

大問Ⅱ 
2 人の人物の会話文（演劇作品の一節）を読み、各設問の選択肢の中から最も適
切なものを解答する問題である。会話の流れを追いながら、場所に応じた発話の
意味や意図・英文・語句を選択できる判断力・表現力を測る。 
 

大問Ⅲ 
人間にとって書くことはどのような意味を持つのかについて、AI による補助の影
響に言及しつつ述べた英文を読み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを解
答する問題である。文法・語彙の知識に加え、文脈を把握し、下線部の指す具体
的内容や本文の内容を理解する読解力などを総合的に測る。 
 

大問Ⅳ  
ブータンにおける将来都市構想とそれが国にもたらす影響についての英文を読
み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを解答する問題である。下線部の意
味するところを文脈から類推する思考力、語彙の知識、英文の内容を正確に理解
する読解力などを総合的に測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 7 日 
方式・日程 A 方式 文学部Ⅰ日程・経営学部Ⅰ日程・人間環境学部・グローバル教養学部 
科 目 名 国語 

大問一：現代文 
論理的文章を読み、選択式または記述式の設問に解答する問題である。選択式の
設問では語彙力や文章読解力を、記述式の設問では傍線部の意味を指定語数でま
とめる表現力を測る。 
 

大問二：古文 
 平安時代の物語を読み、選択式の設問に解答する問題である。語彙や文法などの

基本的な知識と、正確な文章読解力を測る。 
 

大問三：漢文 
歴史書を読み、選択式の設問に解答する問題である。句法などの基本的な知識
と、正確な文章読解力を測る。 
 

大問四：現代文 
論理的文章を読み、選択式または記述式の設問に解答する問題である。選択式の
設問では文章読解力を、記述式の設問では文章全体の主旨を指定語数でまとめる
表現力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 7 日 
方式・日程 A 方式 
科 目 名 政治・経済 

大問Ⅰ 
経済の中における金融の役割を多角的に理解できているかを問うことを主眼とし
ている。単純な暗記的な知識では高得点を取れない問題であり、リード文や問題
文を丁寧に読む読解力（出題側の意図を把握する能力）も測っている。 
 

大問Ⅱ 
原子力に関わる政治的・社会的な課題に関する理解度について、特に核軍縮と原
子力発電に焦点を当てて問うことを主眼としている。単に教科書的な知識を問う
だけではなく、核軍縮や原子力発電に関する時事的な動向を理解しているかどう
かも問うている。 
 

大問Ⅲ 
SDGs に関する基礎知識、SDGｓの考え方とそれの政治・経済の現場における意
義などについての理解を問うことを主眼としている。また、日本の社会の構造変
化を踏まえ、問いに対して適切な答えを導ける力もみている。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 7 日 
方式・日程 A 方式 文学部Ⅰ日程・経営学部Ⅰ日程・人間環境学部・グローバル教養学部 
科 目 名 世界史 

大問Ⅰ 
リード文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。モンゴル帝国とその時代の東⻄交流の歴史について、正確な知識・理解度を
測る。 

 
大問Ⅱ 

リード文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。19 世紀を中心としたアメリカ合衆国とヨーロッパの政治・経済・社会につい
て、正確な知識・理解度を測る。 

 
大問Ⅲ 

リード文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。ロシア革命の展開について、正確な知識・理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 7 日 
方式・日程 A 方式 文学部Ⅰ日程・経営学部Ⅰ日程・人間環境学部・グローバル教養学部 
科 目 名 日本史 

大問Ⅰ 
日本古代の外交史について、冊封体制を中心に，その変遷を、選択式ないし記述
式の設問に解答する問題。加えて、外交と文化との関係についても理解度を測
る。 
 

大問Ⅱ 
鎌倉時代から室町時代の天皇家系図を見て、選択式または記述式の設問に解答す
る問題である。政治史や文化史に関する事項の知識・理解度のほか、政治体制に
ついて指定語数で解答する表現力を測る。 
 

大問Ⅲ 
近世の対外関係にかかわる史料を読み、選択式または記述式の設問に解答する問
題である。貿易に関する制度や、いわゆる鎖国政策、経世論などの知識・理解度
を測る。 

 

大問Ⅳ 
幕末から現代までに日本人よる探検についてのリード文を読み、選択式の設問に
解答する問題である。文中で取り上げたさまざまな事象に絡めて、政治外交史や
文化史を含めた総合的な事項の知識・理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 7 日 
方式・日程 A 方式 文学部Ⅰ日程・経営学部Ⅰ日程・人間環境学部・グローバル教養学部 
科 目 名 地理 

大問Ⅰ 
陸水と地形に関するリード文を読み、設問に解答する系統地理的な問題である。
自然環境に関する学習事項の基本的な知識・理解を問うとともに、地理的思考力
や特定の事象について論述で説明する表現力などを総合的に測る。 

 
大問Ⅱ 
 人口に関するリード文を読み、設問に解答する系統地理的な問題である。学習事

項の基本的な知識・理解を問うとともに、地理的思考力や図表で示された統計情
報を正確に読み取り考察する能力などを総合的に測る。 

 
大問Ⅲ 
 東南アジアとオセアニアの島に関するリード文を読み、設問に解答する地誌的な

問題である。学習事項の基本的な知識・理解を問うとともに、地理的思考力や図
表で示された統計情報を正確に読み取り考察する能力、特定の事象について論述
で説明する表現力などを総合的に測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 7 日 
方式・日程 A 方式 文学部Ⅰ日程・経営学部Ⅰ日程・人間環境学部・グローバル教養学部 
科 目 名 数学 

大問Ⅰ：図形と計量に関する理解度を測る。 
大問Ⅱ：場合の数と確率に関する理解度を測る。 
大問Ⅲ：微分法と積分法に関する理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月８日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅰ日程、文学部Ⅱ日程、経営学部Ⅱ日程 
科 目 名 英語 

大問Ⅰ 
飼い主に対して猫が抱く感情的つながりに関する行動科学の知見を述べた英文を
読み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを選ぶ問題である。空所に入るべ
き語句を文脈から推論する思考力、本文全体の内容を正確に把握する読解力など
を総合的に測る。 
 

大問Ⅱ 
韓国企業の近年の著しい成⻑の要因に関する国際経営学の知見を述べた英文を読
み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを選ぶ問題である。基本的な文法の
知識、文脈から意味を推論する力、内容を整理して正確に把握する思考力・読解
力などを総合的に測る。 
 

大問Ⅲ 
人類が進化のなかで獲得した能力について、類人猿や旧人類との比較のなかで述
べた英文を読み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを選ぶ問題である。文
法・語彙の知識に加え、文脈を把握し、内容を正確に理解する読解力などを総合
的に測る。 
 

大問Ⅳ  
蝶の渡りに関する近年の研究成果を述べた英文を読み、各設問の選択肢の中から
最も適切なものを選ぶ問題である。文法・語彙の知識に加え、文脈を把握し、内
容を正確に理解する読解力などを総合的に測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 8 日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅰ日程、文学部Ⅱ日程、経営学部Ⅱ日程 
科 目 名 国語 

大問一：現代文 
論理的文章を読み、選択式または記述式の設問に解答する問題である。選択式の
設問では漢字の基本的な知識と正確な文章読解力を、記述式の設問では文章の内
容を指定語数でまとめる表現力を測る。 
 

大問二：現代文 
論理的文章を読み、選択式または記述式の設問に解答する問題である。選択式の
設問では漢字の基本的な知識と正確な文章読解力を、記述式の設問では文章の内
容を指定語数でまとめる表現力を測る。 
 

大問三：古文 
説話を読み、選択式の設問に解答する問題である。語彙や文法などの標準的な知
識と、正確な文章読解力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 8 日 
方式・日程 A 方式 
科 目 名 政治・経済 

大問Ⅰ 
ふるさと納税を題材とし、労働、農林水産業、税、基本的な経済理論などを幅広
く問うことを主眼としている。一見、学んだことのない内容であっても、リード
文を熟読することで、政経の基礎的内容に関連する問題であることに気づき、問
いに対して適切な答えを導ける力を測っている。 
 

大問Ⅱ 
政党について、その歴史的発展や日本の政党政治の流れを理解できているかどう
かを問うことを主眼としている。また、現実政治に対して日常的な関心を持って
その動向を観察しているどうかを問う設問も含まれている。 
 

大問Ⅲ 
グローバル化の動向について、その歴史や動態を理解できているかを問うことを
主眼としている。とりわけ、ヨーロッパにおける地域統合について正確な知識を
有しているかどうかに重きを置いている。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 8 日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅰ日程・文学部Ⅱ日程・経営学部Ⅱ日程 
科 目 名 世界史 

大問Ⅰ 
リード文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。戦国時代から漢代までの政治・経済・文化について、正確な知識・理解度を
測る。 
 

大問Ⅱ 
リード文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。ゲルマン人の大移動からフランク王国の分裂までの歴史について、正確な知
識・理解度を測る。 
 

大問Ⅲ 
リード文を読み、選択式または記述式（語句の記述）に解答する問題である。19
〜20 世紀の世界の⺠族運動に関する知識・理解度を測りながら、「歴史総合」分
野の知識についても確認する。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 8 日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅰ日程・文学部Ⅱ日程・経営学部Ⅱ日程 
科 目 名 日本史 

大問 1 

リード文を読み、選択式または論述式の設問に解答する問題である。古代の政治

や文化に関する事項の知識と理解度を測るとともに、歴史上の事件について指定

語数で解答する表現力をも測る。 

 
大問 2 

室町時代の対外関係についてのリード文を読み、選択式の設問に解答する問題で
ある。中世の政治・外交に関する事項の知識・理解度を測る。 
 

大問 3 
江⼾時代と朝廷と幕府の関係についてのリード文を読み、選択式または記述式の
設問に解答する問題である。リード文で触れるさまざまな事象に絡ませながら、
対外関係を含めた総合的な事項の知識・理解度を測る。 
 

大問 4 
リード文を読み、選択式の設問に解答する問題である｡近代の経済・外交に関し
て、複数の選択肢の中から根拠をもって正答を選択する能力や、各選択肢の正誤
を適切に見極める能力を有しているかを測る｡ 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 8 日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅰ日程・文学部Ⅱ日程・経済学部Ⅱ日程 
科 目 名 地理 

大問Ⅰ 
自然災害に関するリード文を読み、設問に解答する系統地理的な問題である。自
然環境に関する学習事項の基本的な知識・理解を問うとともに、地理的思考力や
特定の事象について論述や描図で説明する表現力などを総合的に測る。 

 
大問Ⅱ 

環境問題と資源・エネルギー問題について設問に解答する系統地理的な問題であ
る。環境問題や資源・エネルギーに関する学習事項の基本的な知識・理解を問う
とともに、地理的思考力や図表で示された統計情報を正確に読み取り考察する能
力などを総合的に測る。 
 

大問Ⅲ 
ラテンアメリカに関するリード文を読み、設問に解答する地誌的な問題である。
学習事項の基本的な知識・理解を問うとともに、地理的思考力や図で示された統
計情報を正確に読み取り考察する能力、特定の事象について論述で説明する表現
力などを総合的に測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 8 日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅰ日程・文学部Ⅱ日程・経営学部Ⅱ日程 
科 目 名 数学 

大問Ⅰ：図形と方程式に関する理解度を測る。 
大問Ⅱ：場合の数と確率に関する理解度を測る。 
大問Ⅲ：微分法と積分法に関する理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月９日 
方式・日程 A 方式 経済学部Ⅰ日程、社会学部Ⅰ日程、現代福祉学部 
科 目 名 英語 

大問Ⅰ 
空欄に適切な語句を補って、英文を完成させる問題である。文法・語法、語彙・
イディオムの知識を総合的に測る。 
 

大問Ⅱ 
時事問題を扱った英文ニュース記事を読み、各設問の選択肢の中から最も適切な
ものを解答する問題である。下線部の具体例や指示内容、本文に合う説明などを
問うことによって、読解力等を総合的に測る。 
 

大問Ⅲ 
英文エッセイを読み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを解答する問題で
ある。文脈から語句の意味等を推測する力、内容を正確に把握する読解力等を総
合的に測る。 
 

大問Ⅳ 
英文インタビュー記事を読み、各設問の選択肢の中から最も適切なものを解答す
る問題である。基本的な文法知識に加え、下線部の指示内容、本文の内容に合う
説明などを問うことによって、読解力等を総合的に測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 9 日 
方式・日程 A 方式 経済学部Ⅰ日程・社会学部Ⅰ日程・現代福祉学部 
科 目 名 国語 

大問一：漢字 
漢字問題である。漢字や四字熟語の標準的な知識を測る問題で構成されている。 

 
大問二：現代文 

論理的文章を読み、選択式の設問に解答する問題である。内容や主旨の把握に関
して正確な文章読解力を測る設問で構成されている。 
 

大問三：現代文 
論理的文章を読み、選択式の設問に解答する問題である。内容や主旨の把握に関
して正確な文章読解力を測る設問で構成されている。 

 
大問四：現代文 

論理的文章を読み、選択式の設問に解答する問題である。接続語の働きなどを踏
まえた上で、正確な文章読解力が要求される設問で構成されている。  
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 9 日 
方式・日程 A 方式 経済学部Ⅰ日程、社会学部Ⅰ日程、現代福祉学部 
科 目 名 公共、政治・経済 

大問Ⅰ 
二つのリード文を読み、まず、文中へ適切な語句を解答させる設問である。さら
に、一つ目のリード文は、議会制⺠主主義の代表的な制度である議院内閣制およ
び大統領制に関する記述であり、これら制度の仕組み、そのもとでの立法府と行
政府の関係、それぞれの権限などへの理解及び事実認識を選択肢文の正誤を判断
させることにより問うものである。二つ目のリード文では、議会制⺠主主義の前
提となる選挙制度に関する選択肢文群のそれぞれ正誤判断させることにより、こ
れら制度の仕組み及び、それらに関する事実認識を測るための設問である。 

 
大問Ⅱ 

一つ目のリード文において、世界の水問題の現況、人口増加、気候変動や都市化
の進行による状況悪化の可能性、水道事業の⺠営化に関する記述を読み、文中空
欄への適切な語句を解答させ、リード文の語句および記述にかかわるそれぞれの
選択肢文の正誤判断により、上述の事柄に関する理解の深さおよび事実認識の判
断を問うことにした。さらに、二目のリード文では、バーチャルウォーターとい
う概念に基づけば、⾃国⺠の食糧輸入が、世界の水不足に間接的に影響があるこ
とを指摘する記述を掲げ、バーチャルウォーターの概念への理解を語句穴埋め問
題で問い、日本で消費される食品間で、その生産に必要とされる水分量の大小を
推測させる問を行った。 
 

大問Ⅲ 
企業および家計間で生産物および生産要素の取引において競争市場が、希少性に
基づく資源配分の効率性を達成するという記述を中心にしたリード文において、
経済学で用いられる語句や概念など（機会費用など）の理解をリード文内語句穴
埋めや、選択肢文に関する正誤判断さえることにより、問うている。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 9 日 
方式・日程 A 方式 経済学部Ⅰ日程・社会学部Ⅰ日程・現代福祉学部 
科 目 名 世界史 

大問Ⅰ 
課題文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。古代・中世のイスラーム世界について、基本的な知識・理解度を測る。 
 

大問Ⅱ 
課題文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。フランス共和政をめぐる歴史について、正確な知識・理解度を測る。 
 

大問Ⅲ 
課題文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。中世から近代におけるポーランドをめぐる歴史について、知識・理解度と、
設問で与えられた要素から時期を判定する思考力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 9 日 
方式・日程 A 方式 経済学部Ⅰ日程・社会学部Ⅰ日程・現代福祉学部 
科 目 名 日本史 

大問Ⅰ 
年号ごとに記された 600 年代〜700 年代の 8 つの出来事と、それらから派生する
事柄について、選択式の設問に解答する問題である。律令国家形成期の政治・文
化に関する事項の知識・理解度を測る。 
 
 

大問Ⅱ 
3 つの史料（近世について書かれた書物）を読み、各史料に関連する選択式の設
問に解答する問題である。近世における、政治・経済・文化にかんする総合的な
知識・理解度を測る。 
 

大問Ⅲ 
大政奉還から⾃由⺠権期のおもに政治史と幕末から大正期までの外交史・政治史
を扱った 2 つリード文を読み、選択式の設問に解答する問題である。近代の政
治・経済・外交および文化を含めた総合的な知識・理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 9 日 
方式・日程 A 方式 経済学部Ⅰ日程・社会学部Ⅰ日程・現代福祉学部 
科 目 名 地理 

大問Ⅰ 
交通の変化についてのリード文を読み、設問に答える系統地理的な問題である。
学習事項に関する基本的な知識を確認しながら、各国の交通事情についての理解
度を幅広く問う。 
 

大問Ⅱ 
アドリア海を囲む国々のうち 4 カ国について、与えられた文章を読み設問に解答
する地誌的な問題である。与えられた要素から国名を推察する思考力、学習事項
に関する知識・理解、グラフを読みとる能力などを総合的に測る。 
 

大問Ⅲ 
北アメリカ大陸について、与えられた文章を読み設問に解答する地誌的な問題で
ある。学習事項に関する基本的な知識・理解を幅広く問う。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 9 日 
方式・日程 A 方式 経済学部 I 日程・社会学部 I 日程・現代福祉学部 
科 目 名 数学 

大問Ⅰ 
3 次関数に関する理解度と計算力を測る。 
 
 
 
 

大問Ⅱ 
放物線の媒介変数表示とベクトルの理解度と計算力を測る。 
 
 
 
 
 

大問Ⅲ 
対数関数の理解度と計算力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 11 日 
日程・方式 A 方式 情報科学部Ⅰ日程・デザイン工学部Ⅰ日程・理工学部Ⅰ日程・生命科学部Ⅰ日程 
科 目 名 英語 

大問Ⅰ 
３語の中で異なるアクセント位置又は発音の語を選択する。語のアクセント及び
発音の知識を問う問題である。 
 

大問Ⅱ 
問１ 単文に適切な語句を補充する。文法的、語彙的知識を問う問題である。 
問２ 会話文を読み、適切な応答を補充する問題である。コミュニケーション力
を問う問題である。 
問３ 与えられた語（句）を文法規則に従い並べ替え、文を完成させる。文法
的、語彙的知識を問う問題である。 
 

大問Ⅲ 
一文を取り除く、又は補充することによって、パラグラフを完成させる。文章の
読解力及び論理的な流れを把握する力を問う問題である。 
 

大問Ⅳ 
 短めの文章及び図から情報を読み取り、内容に関する問いに解答する。文章の読

解力及び論理的な流れを把握する力を問う問題である。 
 
大問Ⅴ 

e スポーツに関する文章を読み、問いに解答する。文章の読解力、語彙力及び論
理的な流れを把握する力を問う問題である。 
 

大問Ⅵ 
 猛暑及び猛暑対策に関する文章を読み、問いに解答する。文章の読解力、語彙力

及び論理的な流れを把握する力を問う問題である。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 11 日 
方式・日程 A 方式 情報科学部Ⅰ日程・デザイン工学部Ⅰ日程・理工学部Ⅰ日程・生命科学部Ⅰ日程 
科 目 名 数学 

大問Ⅰ 
確率（独立な試行と確率、条件付き確率、期待値）、三角関数（三角関数の性質、
加法定理）、多項式の割り算に関する理解度と計算力を測る。 

 
大問Ⅱ 

ベクトル（平面上のベクトル、空間のベクトル）に関する理解度と計算力を測
る。 
 

大問Ⅲ 
数列（漸化式と数列、等比数列、数列の一般項とその和）に関する理解度と計算
力を測る。 
 

大問Ⅳ  
根号を含む式の計算、複素数と方程式、2 次方程式と 2 次不等式に関する理解度
と計算力を測る。 

 
大問Ⅴ  

多項式の割り算、2 次方程式、微分法と積分法（導関数、面積）に関する理解度
と計算力を測る。 
 

大問Ⅵ  
極限、微分法（分数関数を含む関数の導関数、増減およびグラフの凹凸、方程式
への応用）、積分法（置換積分法、面積）に関する理解度と計算力を測る。 
 

大問Ⅶ  
三角関数、微分法（三角関数・指数関数を含む関数の導関数、増減およびグラフ
の凹凸）、積分法（部分積分法、定積分）に関する理解度と計算力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 11 日 
方式・日程 A 方式 情報科学部Ⅰ日程・デザイン工学部Ⅰ日程・理工学部Ⅰ日程・生命科学部Ⅰ日程 
科 目 名 物理 

大問Ⅰ 
力学分野の基本的な知識・理解をもとに，摩擦力やモーメントについて物理的に思
考し，解答を導く能力を測る． 
 
 

大問Ⅱ 
電磁気分野の基本的な知識・理解をもとに，誘電体を挿入したコンデンサーの電気
容量，静電エネルギー，電池のする仕事について物理的に思考し，エネルギー保存
則を用いて解答を導く能力を測る． 

 
 

大問Ⅲ 
力学分野の基本的な知識・理解をもとに，物体に作用する圧力および浮力について
物理的に思考し，解答を導く能力を測る．また，熱力学分野の基本的な知識・理解
をもとに，容器を水中に沈めたときの容器内部の気体の状態変化について物理的に
思考し，解答を導く能力を測る． 

 
 

大問Ⅳ  
波動分野の基本的な知識・理解をもとに，波の振動および伝搬や，重ね合わせの原
理について図を描きながら物理的に思考し，解答を導く能力を測る． 
 
 
 
 
 

 



1 

 

法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 11 日 
方式・日程 A 方式 デザイン工学部Ⅰ日程・理工学部Ⅰ日程・生命科学部Ⅰ日程 
科 目 名 化学 

大問Ⅰ 
理論分野の構造および無機分野に関する基本的な知識・理解をもとに、ナトリウ
ムとその化合物の化学反応と結合と沸点上昇などについての論述・計算等を通し
て化学的に思考し、解答を導く能力を測る。 
 

大問Ⅱ 
無機分野に関する基本的な知識・理解をもとに、アンモニアソーダ法とカルシウ
ムの化合物についての論述・計算等を通して化学的に思考し、解答を導く能力を
測る。 
 

大問Ⅲ 
無機分野に関する基本的な知識・理解をもとに、金属イオンの系統分離について
の論述等を通して化学的に思考し、解答を導く能力を測る。 
 

大問Ⅳ  
理論分野の物質変化に関する基本的な知識・理解をもとに、メタンの燃焼と水蒸
気改質についての論述・計算等を通して化学的に思考し、解答を導く能力を測
る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 11 日 
方式・日程 A 方式 生命科学部Ⅰ日程 
科 目 名 生物 

大問Ⅰ 

呼吸と ATP 合成に関する基本的な知識・理解をもとに、エネルギーを使った膜輸送
について論述等を通して生物的に思考し、解答を導く能力を測る。 

 

大問Ⅱ 

初期発生と体軸形成に関する基本的な知識・理解をもとに、中胚葉誘導に関連する
実験について描図・論述等を通して生物的に思考し、解答を導く能力を測る。 

 

大問Ⅲ 

内分泌系と神経系に関する基本的な知識・理解をもとに、神経構造やニューラルネ
ットワークについて計算・描図・論述等を通して生物的に思考し、解答を導く能力
を測る。 

 

大問Ⅳ 

個体群の調査と分子進化に関する基本的な知識・理解をもとに、遺伝子変異と遺伝
子頻度について計算・論述等を通して生物的に思考し、解答を導く能力を測る。 

 

 



1 

 

法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 12 日 
方式・日程 Ａ方式 経済学部Ⅱ日程、社会学部Ⅱ日程、スポーツ健康学部 
科 目 名 英語 

大問Ⅰ 
空欄に適切な語句を補って、英文を完成させる問題である。文法・語法、語彙・
イディオムの知識を総合的に測る。 
 

大問Ⅱ 
アメリカが設定する関税をめぐって議論する友人同士の会話を読み、各設問の選
択肢の中から最も適切なものを解答する問題である。会話の流れを追いながら、
文脈に応じた英文や語を選択する判断力、発言の意図を類推する思考力、英文全
体を把握する読解力などを総合的に測る。 
 

大問Ⅲ 
職場における多様性という社会的な内容を扱った英文記事を読み、各設問の選択
肢の中から最も適切なものを解答する問題である。文法・語彙やイディオムの基
本的な知識、文脈に応じた英文や語句を選択する判断力、下線部の具体例や意味
するところを把握する思考力、英文全体の内容を正確に読み取る読解力などを総
合的に測る。 
 

大問Ⅳ 
未完了の作業を処理するためにリストを活用する方法を扱った英文記事を読み、
各設問の選択肢の中から最も適切なものを解答する問題である。英文の内容を正
確に理解する読解力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 12 日 
方式・日程 Ａ方式 経済学部Ⅱ日程、社会学部Ⅱ日程、スポーツ健康学部 
科 目 名 国語 

 
大問一：現代文 

論理的文章を読み、選択式の設問に解答する問題である。内容や主旨の把握に関
して正確な文章読解力を測る設問で構成されている。 

 
大問二：現代文 

論理的文章を読み、選択式の設問に解答する問題である。接続語の働きなどを踏
まえた上で、正確な文章読解力が要求される設問で構成されている。  

 
大問三：現代文 

論理的文章を読み、選択式の設問に解答する問題である。漢字の標準的な知識や
接続語の働きなどを踏まえた上での正確な文章読解力を測る設問で構成されてい
る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 12 日 
方式・日程 A 方式 経済学部Ⅱ日程、社会学部Ⅱ日程、スポーツ健康学部 
科 目 名 公共、政治・経済 

大問Ⅰ 
リード文のテーマは、憲法と天皇制に関する記述であり、特に、天皇主権の内容、議
会の協賛・大臣の輔弼勅令の意味、天皇の国事行為・公的行為の内容、象徴の意味、
皇室典範、皇位継承・女性女系天皇の問題などに関して、現行日本国憲法下、また
は、大日本帝国憲法との違いにおいて、理解の深さを問う問いである。それらの問い
は、リード文中語句穴埋め問題または、選択肢文の正誤判断させることにより測っ
た。 

 
大問Ⅱ 
 大問Ⅱ全体のリード文および問１内リード文では、集団安全保障体制に関連して、国

連憲章に触れ、集団的自衛権に関連して、日本の防衛政策に触れている。国連システ
ムの説明として、総会、安保理に加え、主要機関及びその他の専門機関にも触れる。
さらに、国連 PKO の歴史的展開、この国連憲章上での位置づけおよび地域機構が派
遣する PKO にも触れている。リード文内で、事象の成立年や該当の条文番号や該当
の国々を答えさせ、さらに、選択肢文の正誤を判断させることにより、次の項目に関
しての理解を問うている。2014 年 7 月 1 日の「武力行使の 3 要件」に関する閣議決
定、安全保障関連法、防衛装備移転 3 原則、国連総会の決議、安保理の強制措置、伝
統的 PKO の特徴、日本の PKO 派遣に関してである。 

 
大問Ⅲ 

自由貿易体制の重要性などに関して高校生と教師の対話文をリード文として、世界恐
慌から第二次世界大戦までのブロック経済化、戦後の自由貿易推進のため GATT の
締結、さらに、WTO が国際貿易の基盤となっていった。一方で、1980 年代の日米経
済摩擦や最近までの米中対立などが生じているといった貿易の歴史的経緯も語られ、
それらにかかわる事実認識の理解を対話文中の空欄穴埋めにより問うている。
GATT、WTO に関しての制度、組織としての理解をさらに、日米構造協議や世界恐
慌に関する事実認識を問うために選択肢文の正誤を判断させている。他に、関税引き
上げが、企業や紡績に与える効果を正しく予測できるおよびブロック経済の内容に関
しての理解があるか問うために、対話文文中の空欄穴埋め問題も作成した。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 12 日 
方式・日程 Ａ方式 経済学部Ⅱ日程、社会学部Ⅱ日程、スポーツ健康学部 
科 目 名 世界史 

大問Ⅰ 
課題文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。中世⻄ヨーロッパのキリスト教文化について、基本的な知識・理解度を測
る。 
 

大問Ⅱ 
課題文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。オスマン帝国の歴史について、基本的な知識・理解度を測る。 
 

大問Ⅲ 
課題文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。東南アジアの歴史と社会変容について、基本的な知識・理解度を測る。 
 
 

 



1 

 

法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月１２日 
方式・日程 Ａ方式 経済学部Ⅱ日程、社会学部Ⅱ日程、スポーツ健康学部 
科 目 名 日本史 

大問Ⅰ 
3 つの史料（中世について書かれた『玉葉』『東大寺文書』『建武以来追加』）を読
み、選択式の設問に解答する問題である。中世における、政治・経済の基礎的な
事項の知識・理解度を測る。 
 

大問Ⅱ 
表（江⼾幕府の発行した主要金貨、主要銀貨について貨幣改鋳ごとの量目、金銀
の含有量、鋳造高を示したもの）をみて、選択式の設問に解答する問題である。
近世の経済を中心として、外交・政治・文化を含む事項の知識・理解度を測る。 
 

大問Ⅲ 
近代の海運、鉄道、貨幣制度にかんするリード文を読み、選択式の設問に解答す
る問題である。海運や陸上交通にかんする問題を中心に近代の経済にかんして、
知識・理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 12 日 
方式・日程 Ａ方式 経済学部Ⅱ日程、社会学部Ⅱ日程、スポーツ健康学部 
科 目 名 地理 

大問Ⅰ 
大気の流れと気圧についてのリード文を読み、設問に解答する系統地理的な問題
である。学習事項に関する基本的な知識・理解、それらを指定語数でまとめる表
現力などを測る。 
 

大問Ⅱ 
人口が 1 億人を超えている国のうち 5 カ国についてそれぞれの文章を読み、設問
に解答する系統地理的な問題である。与えられた要素から国名を推察する思考力
や各国の学習事項の基本的な知識・理解、グラフを読みとる能力などを総合的に
測る。 
 

大問Ⅲ 
中国の各地域についてのリード文を読み、設問に解答する地誌的な問題である。
学習事項の基本的な知識・理解を幅広く問う。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 12 日 
方式・日程 A 方式 経済学部 II 日程・社会学部 II 日程・スポーツ健康学部 
科 目 名 数学 

大問Ⅰ 
三角関数の倍角公式、2 次関数の最大値とグラフの理解度と計算力を測る。 
 
 
 
 

大問Ⅱ 
数列と確率の理解度と計算力を測る。 
 
 
 
 
 

大問Ⅲ 
3 次関数と直線の接点や増減、囲まれた面積に関する理解度と計算力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 14 日 
方式・日程 A 方式 情報科学部Ⅱ日程、デザイン工学部Ⅱ日程、理工学部Ⅱ日程、生命科学部Ⅱ日程 
科 目 名 英語 

大問Ⅰ 
３語の中で異なるアクセント位置又は発音の語を選択する。語のアクセント及び
発音の知識を問う問題である。 
 

大問Ⅱ 
問１ 単文に適切な語句を補充する。文法的、語彙的知識を問う問題である。 
問２ 会話文を読み、適切な応答を補充する問題である。コミュニケーション力
を問う問題である。 
問３ 与えられた語（句）を文法規則に従い並べ替え、文を完成させる。文法
的、語彙的知識を問う問題である。 
 

大問Ⅲ 
一文を取り除く、又は補充することによって、パラグラフを完成させる。文章の
読解力及び論理的な流れを把握する力を問う問題である。 
 

大問Ⅳ 
短めの文章及びグラフから情報を読み取り、内容に関する問いに解答する。文章
の読解力及び論理的な流れを把握する力を問う問題である。 

 
大問Ⅴ 

特別な形に関する文章を読み、問いに解答する。文章の読解力、語彙力及び論理
的な流れを把握する力を問う問題である。 
 

大問Ⅵ 
クジラの耳垢に関する文章を読み、問いに解答する。文章の読解力、語彙力及び
論理的な流れを把握する力を問う問題である。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 14 日 
日程・方式 A 方式 情報科学部Ⅱ日程、デザイン工学部Ⅱ日程、理工学部Ⅱ日程、生命科学部Ⅱ日程 
科 目 名 数学 

大問 I 
指数関数と対数関数（指数法則、指数関数の性質、対数とその性質）、確率（条件
付き確率、独立な試行と確率）に関する理解度と計算力を測る。 
 

大問 II 
図形と方程式（軌跡、直線に関して対称な点、点と直線の距離）、平面上のベクト
ル（内積と成分）に関する理解度と計算力を測る。 
 

大問 III 
数列（等比数列とその和）、複素数と方程式（高次方程式）に関する理解度と計算
力を測る。 
 

大問 IV 
数と式（絶対値）、2 次関数（2 次関数とグラフ、2 次方程式）に関する理解度と
計算力を測る。 
 

大問 V 
微分と積分（接線の方程式、面積と定積分、導関数の計算、関数の値の変化）に
関する理解度と計算力を測る。 

 
大問 VI 

極限、微分法（対数関数を含む関数の導関数、増減およびグラフの凹凸）、積分法
（部分積分法、定積分）に関する理解度と計算力を測る。 
 

大問 VII 
積分法（置換積分法、定積分）、微分法（三角関数を含む関数の導関数、増減およ
びグラフの凹凸）に関する理解度と計算力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 14 日 
方式・日程 A 方式 情報科学部Ⅱ日程、デザイン工学部Ⅱ日程、理工学部Ⅱ日程、生命科学部Ⅱ日程 
科 目 名 物理 

大問Ⅰ 
力学分野の基本的な知識・理解をもとに，小球とばねに関する運動や回転運動につ
いて物理的に思考し，解答を導く能力を測る． 

 
 

大問Ⅱ 
電磁気分野の基本的な知識・理解をもとに，電場と磁場がかかった空間での点電荷
の運動について物理的に思考し，解答を導く能力を測る． 

 
 

大問Ⅲ 
熱力学分野の基本的な知識・理解をもとに，理想気体を用いて熱機関を構成した場
合について、熱力学第一法則に従う仕事・熱量・内部エネルギーの関係、および理
想気体の状態変化について物理的に思考し，解答を導く能力を測る． 

 
大問Ⅳ  

波動分野の基本的な知識・理解をもとに，光の干渉における光路差と明暗条件，お
よび光路差の時間変化に伴う観測結果について物理的に思考し，解答を導く能力を
測る． 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 14 日 
方式・日程 A 方式 デザイン工学部Ⅱ日程、理工学部Ⅱ日程、生命科学部Ⅱ日程 
科 目 名 化学 

大問Ⅰ 
無機分野および理論分野の構造に関する基本的な知識・理解をもとに、アルカリ
土類金属の性質についての論述・計算等を通して化学的に思考し、解答を導く能
力を測る。 
 

大問Ⅱ 
理論分野の物質変化に関する基本的な知識・理解をもとに、物質の三態と状態図
についての論述・計算等を通して化学的に思考し、解答を導く能力を測る。 
 

大問Ⅲ 
理論分野の物質変化に関する基本的な知識・理解をもとに、電気分解についての
論述・計算等を通して化学的に思考し、解答を導く能力を測る。 
 

大問Ⅳ  
有機分野に関する基本的な知識・理解をもとに、脂肪族化合物についての論述・
計算等を通して化学的に思考し、解答を導く能力を測る。 
 
 
 
 
 

 



1 

 

法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 14 日 
方式・日程 A 方式 生命科学部Ⅱ日程 
科 目 名 生物 

大問Ⅰ  

脳の構造と機能、自律神経系・内分泌系の働き、そしてホルモン分泌のフィードバ
ック機構など、生体の恒常性維持に関わる基礎知識を理解し、レーウィの実験に基
づく情報伝達のしくみなどを考察し解答を導く能力を測る。 
 
大問Ⅱ 
動物の進化・分類・種分化といった系統学的基礎に加え、サンガー法や分子時計な
ど分子レベルの解析手法を含む内容を理解し、形質置換の意義や大後頭孔位置と歩
行様式の関係など、進化のしくみについて論述等を通して解答を導く能力を測る。 

 
大問Ⅲ 
光周性・光中断・低温応答など、植物が環境シグナルを利用して花芽形成を制御す
るしくみに関する基礎知識を理解し、春化や花芽形成に関わる遺伝子の働きを実験
結果から考察して解答を導く能力を測る。 

 
大問Ⅳ 
生態系の構造や多様性に関する基礎的な知識を理解し、動植物の関係性や環境要因
が生物の形質に与える影響を論述を通して総合的に思考し、解答を導く能力を測
る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 16 日 
方式・日程 Ａ方式 法学部Ⅱ日程、国際文化学部、キャリアデザイン学部 
科 目 名 英語 

大問Ⅰ 
人間の行動による環境汚染が海にいかに悪影響を及ぼしているかを記述し、また
その改善策を探る英文を読み、各設問の選択肢から最も適切なものを選ぶ問題で
ある。基本的な語句の理解力、ならびに、文脈から意味を類推し内容を正確に把
握する思考力などを総合的に測る。 
 

大問Ⅱ 
自然科学の話題をめぐる哲学的な英文を読み、主題や文意を的確に捉える能力を
試す問題である。また、単語の並べ替えによって英作文の能力を試し、選択式の
穴埋めによって文法の能力を試す問題も含んでいる。 
 

大問Ⅲ 
米国のアカデミック・ライティングの歴史を記述した英文を読み、各設問の選択
肢から最も適切なものを解答する問題である。基本的なイディオム・文法の知
識、文脈から意味を類推する力、内容を整理して正確に把握する思考力・読解力
を総合的に測る。 
 

大問Ⅳ  
『華麗なるギャツビー』の持つ現代的意義について論じた英文を読み、各設問の
選択肢から最も適切なものを解答する問題である。設問の英文を理解し空所に入
るべき語句を判断するための文法・語彙の知識や、下線部の意味する内容を文脈
より把握する思考力、本文の内容を正確に把握する読解力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 16 日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅱ日程・国際文化学部・キャリアデザイン学部 
科 目 名 国語 

大問一：現代文 
論理的文章を読み、選択式または記述式の設問に解答する問題である。選択式の
設問では語彙力や文章読解力を、記述式の設問では傍線部の意味を指定語数でま
とめる表現力を測る。 
 

大問二：現代文 
随想的文章を読み、選択式または記述式の設問に解答する問題である。選択式の
設問では語彙力や文章読解力を、記述式の設問では傍線部の意味を指定語数でま
とめる表現力を測る。 
 

大問三：古文 
 平安時代の物語を読み、選択式の設問に解答する問題である。語彙や文法などの

基本的な知識と、正確な文章読解力を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 16 日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅱ日程・国際文化学部・キャリアデザイン部 
科 目 名 政治・経済 

大問Ⅰ 
人権の類型と、個々の人権の特徴に関する理解を問うことを主眼としている。そ
こでは、単に憲法条文の内容について問うだけではなく、憲法上の権利と関連し
た法制度や、最高裁判例の内容に関する理解度も測っている。 
 

大問Ⅱ 
冷戦終結後の地域紛争や国際的な対立状況について、その経緯や実態を正しく理
解できているかを問うことに主眼を置いている。また、近時の国際紛争に関する
時事的な知識についても問うている。 
 

大問Ⅲ 
わが国の企業活動を題材とし、企業の形態、経済学の基礎理論、税などについて
の出題を通じて、経済分野に関する基本的な理解度を確認することを主眼として
いる。また、問題文や選択肢を正確に読み、丁寧に問いに対して答えを導出でき
る能力を測っている。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 16 日 
方式・日程 A 方式 法学部Ⅱ日程・国際文化学部・キャリアデザイン部 
科 目 名 世界史 

大問Ⅰ 
リード文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。清朝の政治・社会の歴史および清朝とヨーロッパとの関わりについて、正確
な知識・理解度を測る。 

 
大問Ⅱ 

リード文を読み、選択式または記述式（語句の記述）の設問に解答する問題であ
る。古代インドの政治・文化・社会について、正確な知識・理解度を測る。 
 

大問Ⅲ 
リード文を読み、選択式の設問に解答する問題である。アメリカ合衆国の独立、
アメリカ合衆国とヨーロッパ・ラテンアメリカとの関わりについて、正確な知
識・理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2025 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 16 日 
方式・日程 Ａ方式 法学部Ⅱ日程、国際文化学部、キャリアデザイン学部 
科 目 名 日本史 

大問Ⅰ 
日本古代〜中世における重要な政治的事件について，選択式または記述式の設問
に解答する問題。史料を提示することで、史料の読解力も測る。また武士の登場
にともなう重大事件について，その歴史的意味を指定語数で解答することによっ
て、その表現力を測る。 

 
大問Ⅱ 

近世の火災・飢饉と幕政改革に関するリード文を読み、選択式の設問に解答する

問題である。都市政策や農村復興などにかかわる幕府政治、儒学などの文化の知

識・理解度を測る。 

 

大問Ⅲ 
近代日本における選挙権の拡大や政治活動の自由の拡大をテーマとしたリード文
を読み、選択式の設問に解答する問題である。いわゆる日本本土だけでなく、沖
縄をも含めた、また、アジア・太平洋戦争後をも含めた歴史的事項に関する知
識・理解度を測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 16 日 
方式・日程 Ａ方式 法学部Ⅱ日程、国際文化学部、キャリアデザイン学部 
科 目 名 地理 

大問Ⅰ 
気候に関するリード文を読み、設問に解答する系統地理的な問題である。学習事
項の基本的な知識・理解を問うとともに、地理的思考力や図で示された情報を正
確に読み取り考察する能力、特定の事象について文章で説明する表現力などを総
合的に測る。 

 
大問Ⅱ 

食料や農林水産業に関するリード文を読み、設問に解答する系統地理的な問題で
ある。学習事項の基本的な知識・理解を問うとともに、地理的思考力や特定の事
象について論述で説明する表現力などを総合的に測る。 

 
大問Ⅲ 

ヨーロッパに関するリード文を読み、設問に解答する地誌的な問題である。学習
事項の基本的な知識・理解を問うとともに、地理的思考力や図で示された情報を
正確に読み取り考察する能力などを総合的に測る。 
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法政大学 入学者選抜の出題意図 
 

実 施 年 度 2026 年度 
実 施 日 2026 年 2 月 16 日 
方式・日程 Ａ方式 法学部Ⅱ日程、国際文化学部、キャリアデザイン学部 
科 目 名 数学 

大問Ⅰ：図形と方程式に関する理解度を測る。 
大問Ⅱ：場合の数と確率に関する理解度を測る。 
大問Ⅲ：平面上のベクトルに関する理解度を測る。 

 


